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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 44,02 43,89 -0,13 45,03 -1,14

USD / BRL Spot BRL 2,2645 2,2556 -0,0089 2,1326 +0,1230

USD / JPY Spot JPY 99,68 98,96 -0,72 96,03 +2,93

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 45.483 46.626 +1.143 49.770 -3.144

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 200,8 190,0 -10,8 178,7 +11,3

Brazil 5yrs Gov. Bond % 10,90 10,92 +0,02 10,46 +0,46

DI Future Jan14（金利先物） % 8,80 8,79 -0,01 8,70 +0,09

3 Months US Dollar Libor % 0,269 0,268 -0,001 0,272 -0,004

CRB Index（国際商品指数） Index 286,2 286,7 +0,5 285,0 +1,7

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2013年7月12日

Indicator Unit 7月10日

昨日のレアル相場は、水曜日に発表された量的緩和維持を示唆する、米国連邦公開市場委員会
（FOMC）議事要旨の発表、FRBパーナンキ議長のコメントの影響、と（市場予想通りとは言え）50bpの
利上げ効果からレアルが買われる展開が続き、前日終値対ドル2.2645から2.2556へ上げて引けました。
特に最近は米国の量的緩和縮小を懸念していた市場が、現状の流動性が維持されることを好感して
株式、新興国通貨などのリスク資産に資金が戻る展開となっておりますが、低成長下の高インフレ
という、ブラジルのマクロ経済に対する懸念が後退しているものではなく、レアルが買われるトレンドが
どこまで続くかは注視が必要です。
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